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【新人社会福祉士の紹介】①

氏名：宮田　　咲（27歳）
所属：オホーツク地区支部
合同会社ウイングキヤッツ
就労継続支援Ｂ型事業所　TRY CATS

　長年障害福祉の分野で働く父の姿を見な
がら、自分も自然と福祉の仕事に興味を持
つようになりました。福祉といっても幅広
く、子どもから高齢、障害、地域福祉など、
生きている限りどんな人にも関係している
ものであるところに魅力を感じています。
　現在は障害者の就労支援において支援員
として携わらせてもらっていますが、社会
福祉士国家試験には２回落ちました。そ
して３回目の挑戦だった去年、やっと合格
することができました。働きながらの勉強
は大変な部分もありましたが、働いている
からこそ学生の時より知識を深めながら学
ぶことができたと思っています。通所者の
方々も応援してくれて、粘土で合格祝いの
人形を作って見せてくれたこともありまし
た。私の働いている職場は、職員も通所者
もあたたかい雰囲気で皆リラックスしなが
ら過ごせているところがとても良いなと
思っています。
　近年、障害者施設などでの痛々しい事件
などもありますが、仕事業務だけではな
い、一見意味のないように見えるゆるいコ
ミュニケーションも大切だと感じます。現
在事業を拡大中で、これまでのようにいか
ないことも出てくると思いますが、事業所
の良いところを残しながら、通う人の長所
をもっと伸ばしていく支援ができるよう頑
張っていきたいと思います。

【新人社会福祉士の紹介】②

氏名：土橋美和子
　　　（50代後半）
所属：日胆地区支部

　私は10年程前、今でいうリスキングで

福祉の世界に入りました。若い頃はバブル

真っ只中で福祉の仕事なんて考えた事もな

く青春を謳歌し、自分さえ良ければと思っ

ていた価値観が東日本大震災を経験し、人

間一人では生きてはいけない、支え合うこ

との大切さを考えないとならないと思い始

めた2014年12月。神奈川県からの移住を

きっかけに実務者研修を取得し介護職員と

して働き始めました。

　そして東北福祉大学通信教育課程の３年

に入学、2019年に卒業、その年の国試は

卒業試験と重なり十分な受験対策が取れ

ず、翌年2020年に介護福祉士と社会福祉

士のダブル受験で無事両方合格しました。

　その後せっかく取った社会福祉士の資格

を活かすことが出来ずにいましたが、昨年

５月に縁あって苫小牧地域生活支援セン

ターで障がい者の方の相談支援員となりま

した。支援を行なう上で色々な職業を経験

した事、介護職員としての経験が役立って

いると感じる事があり、同年代のセンター

の利用者さんから若い相談員より話しやす

いよ、と言ってもらえたりして、ああ今ま

での経験や努力は無駄になってないと思い

つつ、利用者さん、同僚の皆さんに色々と

教わる日々を送っています。
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【ベテラン社会福祉士の視点】①

「連携・つながりの大切さ」
氏名：谷口　健一（50歳）
所属：道南地区支部
八雲町役場保健福祉課
（八雲町地域包括支援
センター）

　支部の方から推薦をいただき原稿を書い

ておりますが、確かにベテランと言われる

年齢にはなっていますが、私よりすばらし

い活動、支援を行っている方々が沢山いる

なかで、私で良いのかと思いながら書かせ

ていただいています。

　テーマに「連携・つながりの大切さ」と

書きました。どんな仕事でも連携は大切で

すし、今では多職種連携が当たり前に言わ

れているなかで、何を今さらと思われる方

も多いと思います。私が専門学校を卒業し、

介護福祉士として働き始めた頃は、連携と

いう言葉はありましたが、ここまで重要視

されることはなく、私自身も意識すること

なく働いていました。

　社会福祉士の資格は、ホームヘルパーと

して道東にある町の社協で勤務していると

きに通信教育を受け取得しました。資格を

取ったときには、まさか社会福祉士として

働くことになるとは思っておらず、介護保

険制度が始まった頃でもあり、介護支援専

門員の資格と共に、単に自分自身のスキル

アップとして資格と取っただけというのが

正直なところでした。

　社協職員であったこともあり、資格取得

後すぐに社会福祉士会に入会させていただ

き、特に釧根支部の方々と交流出来たこと

で、仕事の幅も広がり、様々な方と連携し

て支援することが大切であることを学ぶこ

とが出来ました。もちろん飲み会などへも

何度も参加させてもらったことがとても楽

しい機会となりました。

　その後、介護保険の大きな改正の中で、

地域包括支援センターが出来、縁あって地

域包括支援センター設置と同時に社会福祉

士として働くことになり、現在は主任介護

支援専門員として勤務しております。地域

包括支援センターには日々沢山の高齢者に

関する相談が来ますが、地域包括支援セン

ターは直接、介護が出来るわけでも、医療

処置が出来るわけでも、何が出来るという

こともありません。医療機関や介護サービ

ス事業所の方にお願いしか出来ないのが正

直なところです。しかしここで大切になる

のも、「連携・つながり」です。私から電

話が来ると「大変なケースばかりだから電

話を受けたくない」と冗談とも本音とも言

えないことを言って来る相談員の方たち

が、嫌な顔をせず対応してくれるのも、普

段のつながりがあるからこそと思っていま

す。大変感謝しております。

　ここ数年、支部活動等への参加がなかな

か出来ず申し訳なく思っています。新たな

つながりを作ることが、自分自身の支援の

幅を広げることとなりますので、今後は会

への活動や参加を通じて新たなつながりを

作っていければと思っておりますので、よ

ろしくお願いします。
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【ベテラン社会福祉士の視点】②

「成年後見活動から思うこと」
氏名：西村　光司（74歳）
所属：釧根地区支部

　定年退職後に故郷にUターンし、独立型

社会福祉士として成年後見活動に従事しま

した。10余年間で累計40件、受任しました。

健康に自信を持てなくなった時、志を同じ

くする仲間に受け持ち業務の全てを引き継

いでもらうことができました。３年前のこ

とです。その後間もなく体調を崩したので

すが、被後見人様はじめ関係者の皆様に迷

惑をおかけすることなく済みましたので、

安心したものです。

　機会を頂きましたので、成年後見活動を

通して私が感じたことをここに記します。

成年後見活動に関心を持つ皆様の参考にし

ていただければ幸いです。

　自分一人では決して十分な後見活動はで

きないことを心がけていただきたいと思い

ます。私は生活保護現業員を長く勤めてき

ました。従って生活保護・高齢者等にはあ

る程度精通しているのですが、他の福祉分

野に従事したことはありません。そして実

際の後見活動ではたびたび初見の福祉課題

に直面し、困惑しました。その時に大いに

頼ったのは釧根地区支部の仲間です。仲間

からの貴重な情報提供や助言があったから

こそ活動を進めることができました。皆さ

んには身近に相談し合える仲間を作りなが

ら成年後見活動を続けてほしいと思いま

す。「三人寄れば文殊の知恵」というでは

ありませんか。

　ある時、２件続けて「拒否事件」に遭遇

しました。「他人のお前に大事な通帳を預

けるわけがない」と成年後見の完全拒否で

す。「どんな意思決定支援だったんだ」と

立腹しましたが、開始の審判を覆してもご

本人の生活困窮が解決するわけでもありま

せん。家裁に事情報告するとともに時間を

かけて信頼関係を作ることに専念しまし

た。難しい案件だけにそれまではしなかっ

た（できなかった？）相当の注意をしなが

ら対応しました。時間はかかりましたが、

私にとってもありがたい成果が生まれまし

た。ふだんなら見落としていたご本人の心

理に触れることができたので、予想以上の

信頼関係を構築することができたからで

す。「これでいいということはない、やら

なければならないことはいくらでもある」

と思い知らされました。

　私が成年後見活動を始めた時に、偶然に

も地域で市民後見人の活動が始まりまし

た。NPO法人として現在も活発に活動し

ています。（「後見ネットワーク阿寒」会員

23人、うち受任活動者７人　被後見人等４

人）私も当初からこの活動に参加し、専門

職として実践や運営の助言をおこなってい

ます。自分ができることを地域の福祉に役

立てたいという市民の気持ちがうれしいの

です。これからも社会福祉士として地域福

祉活動の一翼を担っていこうと思います。
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【地区支部からのお知らせ】
【道央地区支部】

　道央地区支部からのお知らせ（詳細は地

区支部のホームページにて）

１．権利擁護セミナー in美唄

日時：２月23日㈮㈷10時～ 12時

基調報告：「成年後見制度における意思決

定支援を考える」

報告者：道央地区支部長　菅　しおり　氏

実践報告：「成年後見制度中核機関の機能

と役割」

報告者：美唄市社会福祉協議会支援専門員

安藤　舞結　氏

２．地域包括職員スキルアップ研修

日時：２月24日㈯13時～ 14時50分

15時～ 16時「会員カフェ～情報交換会」

事例発表：個別地域ケア会議が高齢者と社

会資源との懸け橋となった事例

グループワーク：

テーマ「地域課題から社会資源へ繋ぐ」

３．障がい分野で働く会員のつどい

日時：２月29日㈭18時45分～ 20時30分

懇談テーマ：障がい分野の現状の共有と

ネットワークづくり

４．会員サロン

日時：３月２日㈯10時～ 12時

テーマ：「子ども支援―スクールソーシャ

ルワーカー等の支援を通じて―」

講師：札幌大谷大学短期大学部准教授

今西　良輔　氏

【道北地区支部】

　道北地区支部では11月に秋季セミナー

「子供の今を知る」と題し、名寄市立大学

准教授鈴木勲氏とスクールソーシャルワー

カー近藤順子氏に講演頂き参加者は22名。

12月には上川中部ブロック研修「周りの理

解と支えによって」と題し、パラスライマー

宮崎哲氏に講演を頂き参加者は５名。また、

オンラインぱあとなあ学習会も定期的に開

催しています。今後の予定として３月に権

利擁護セミナーを旭川にて開催予定です。

【道南地区支部】

　道南地区支部では、去る令和６年１月13

日、2023年社会福祉セミナーを開催いた

しました。

　本セミナーは「人とペットの共生社会を

目指して」をテーマに、獣医師でソーシャ

ルワーカーとして活動している㈱アニマ

ルアシステッド代表の今木康彦様をお招き

し、講義いただきました。

　福祉関係者や動物愛護関係等の方々が参

加され、真剣に講義を聞き取り、講義への

質問も多くいただき、とても有意義なセミ

ナーとなりました。

　今後の活動について、令和６年３月２日

にSW三団体合同研修会を行う予定です。

【日胆地区支部】

　昨年12月より苫小牧市重層的支援事業に

おける福祉相談職等の支援相談が始まり、
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【オホーツク地区支部】

　オホーツク地区支部では、12月22日に、

講師に手稲区社会福祉協議会島﨑氏をお招

きし、オンラインにて「高齢者虐待対応ソー

シャルワーク研修」を開催しました。令和

６年２月17日には、ぱあとなあ登録者向け

研修会と合同で、講師に北海道総合福祉研

究センターの五十嵐理事長をお招きし「傾

聴」をテーマとした会員学習会をオンライ

ンにて開催しています。

【釧根地区支部】

　釧根地区支部では、十勝支部、オホーツ

ク支部と協力し社会福祉士国家試験激励会

実施しています。今年度は、令和６年２月

４日㈰の８時30分に試験会場である「湿原

の風アリーナ」に集合し、受験生を応援し

ました。また、２月10日には道東ソーシャ

ルワーク研究会を釧路市内で実施していま

す。

　当地区支部では支部活動の充実と並行し

て新規入会を増やしていくための方法を模

索中です。

　最後に、１月１日の能登半島地震に関し

て、地区支部研修でお招きした講師の方か

らの支援依頼があり、地区支部として支援

物資を配送しています。

相談会に会員を派遣しています。職域を問

わず、相談支援職同士が気軽に相談でき、

悩みを共有できる場は大切ですので、ぜひ

興味のある方はご参加ください。また、令

和６年２月１日、「更生保護」をテーマに

社会福祉セミナーを開催しています。司法

分野との連携特別委員から更生保護支援に

ついての講話をいただいたほか、NPO法

人サポートセンターたつかーむ　相談室フ

ロイデ　斉藤　智章氏より、更生保護支援

の実践報告を頂きました。更生保護の必要

性については、地区支部内ではまだまだ周

知が必要な状況です。今後も研修等を通し、

理解を深めていけたらと考えております。

【十勝地区支部】

　十勝地区支部では、12月２日に道東社

会福祉士のつどいを開催しました。テーマ

は「ヤングケアラーの理解を深める研修会」

でしたが、有意義な内容でありました。１

月25日は、「障害者虐待の対応と権利擁護」

をテーマに権利擁護セミナーを実施しまし

た。隔月開催のソーシャルワークカフェに

も多くのメンバーが参加されております。

１月は「相談支援事業所を知ろう」という

テーマでしたが、非常に好評！交流を深め

ることもできました。引き続き支部の皆で

団結し、今年度の活動を進めていきたいと

思います。
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【応募方法】
　応募フォームまたはメール・FAX・郵送でご応募ください。
　応募フォームはこちら⇒https://forms.gle/NGocwNNAyR8ydQLC8
＜メール・FAX・郵送の場合＞
　件名を「懸賞について」とし、①氏名　②会員番号　③答え　④本誌の感想などを記載
しご応募ください。
　応募締切：2024年３月20日㈬　※消印有効
　応 募 先：北海道社会福祉士会事務局（表紙に記載）

【前号の答え】　②倫理綱領
※倫理綱領は専門職倫理を倫理基準として明文化したものです。また、ソーシャルワーク
専門職のグローバル定義を拠り所として社会福祉士がとるべき姿勢や行動を示したもの
が、倫理綱領だといえます。

【前号の当選者】
　柴田美紀子さん（道央支部）、貞森　俊宏さん（道北支部）、
　後藤　律子さん（日胆支部）
以上の３名でした。おめでとうございます！

【Break time ～三択クイズ～】

　正解者の中から抽選で３名様に、３千円相当の景品をプレゼントします。
　回答及び当選者は次号に掲載します。

Ｑ．認知症月間は何月でしょうか？
①３月　　②11月　　③９月

【数字でみる北海道社会福祉士会（基礎研修Ⅲ修了者編）】

　基礎研修は、生涯研修制度の基礎課程に位置付けられており、2012年度から新カリキュ
ラムがスタートしました。基礎研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで構成され、社会資源の開発やスーパービジョ
ン、人材育成に関する内容など、幅広く学ぶことができます。成年後見人材育成研修の受
講を検討されている方は、基礎研修Ⅲの受講を修了することが必要です。
　2024年度の基礎研修に関する情報は、今後北海道社会福祉士会ホームページ等でご案
内しますので、各自ご確認の上お申し込みください。
（基礎研修の概要については、「社会福祉士生涯研修手帳」https://www.jacsw.or.jp/
ShogaiCenter/documents/kensyu2023.pdf をご覧ください。）

現在の研修体制に移行した基礎研修Ⅲ修了者数
（※2014年～ 2023年３月末日までの総数）

251名


